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第4回

玉
川
上
水
沿
い
マ
ン
シ
ョ
ン
、計
画
の
見
直
し

　
　 

指
導
強
化
を
求
め
る
請
願
な
ど
４
件
を
採
択

●議案賛否、主な議案

●一般質問

●次回定例会日程表（予定）
　請願・陳情

・・・１面

・・・・・・・・・２～3面

・・・・・・・・・・・・４面

議
員
報
酬
条
例
の
一
部
を
改
正

議
員
報
酬
条
例
の
一
部
を
改
正

議
員
報
酬
条
例
の
一
部
を
改
正

　
平
成
１８
年
第
４
回
市
議
会
定
例
会
は
、
１２
月
５
日
か
ら
２０
日
ま
で
の
１６
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、「
平
成
１８
年
度
立
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）」

な
ど
補
正
予
算
６
件
、「
立
川
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」な
ど
条
例
６
件
、道
路
案
件
７
件
、広
域
連
合
に
つ
い
て

１
件
、規
約
に
つ
い
て
２
件
、損
害
賠
償
の
和
解
に
つ
い
て
１
件
、人
事
案
件
１
件

の
計
２４
件
の
ほ
か
、議
員
提
出
議
案
２
件
、請
願･

陳
情
８
件
を
慎
重
に
審
議

し
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、補
正
予
算
を
初
め
、全
て
の
市
長
提
出
議
案
を
原
案
ど
お
り
可

決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、議
員
提
出
議
案
で
は「
立
川
市
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」な
ど
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
請
願･

陳
情
に
つ
い
て
は
、４
件
を
採
択
、３
件
を
不
採
択
と
し
、１
件
を
継
続

審
査
と
し
ま
し
た
。

◎
一
般
質
問
は
、
２４
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て
行
い
ま
し
た
。

１２
月
５
日

　
本
会
議
　
会
期
の
決
定

　
　
　
　
　
一
般
質
問

１２
月
６
日

　
本
会
議
　
一
般
質
問

１２
月
７
日

　
本
会
議
　
一
般
質
問

１２
月
８
日

　
本
会
議
　
請
願
・
陳
情
の 

　
　
　
　
　
付
託 

　
　
　
　
　
議
案
審
議

１２
月
１１
日

　
厚
生
産
業
委
員
会

１２
月
１２
日

　
総
務
委
員
会

１２
月
１３
日

　
文
教
委
員
会

１２
月
１４
日

　
新
庁
舎
建
設
・
現
庁
舎
敷
地

　
活
用
特
別
委
員
会

１２
月
１５
日

　
環
境
建
設
委
員
会

１２
月
１９
日

　
議
会
運
営
委
員
会

１２
月
２０
日

　
総
務
委
員
会

　
議
会
運
営
委
員
会

　
本
会
議
　
議
案
審
議

　
　
　
　
　
委
員
会
審
査
意
見
報
告

　
　
　
　
　
閉
会
中
継
続
審
査

◆会議の経過◆

迫力満点！　次世代に伝えたい伝統行事（高松保育園）

件　　　　　　　　名
議
案
番
号

会　　　派　　　名 結
　
果

自
眩
公
眄
フ
眄

社
盧

共
眈

市
盧

み
盧

東京たま広域資源循環組合規約の変更について

平成18年度立川市特別会計下水道事業補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

同 意

可 決

可 決

採 択

採 択

採 択

採 択

不採択

不採択

不採択

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○１０８

１２６

１２７

１２８

１２９

１３０

１３１

１９

２０

１０９

１１０

１１１

１１２

１１３

１１４

１１５

１１６

１１８

１１９

１２０

１２１

１２２

１２３

１２４

１２５

１１７

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ × × × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× × × ○ ○ △ ○

× × × × × × ×

× × × ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

損害賠償の和解について

立川市一般職の職員の給与に関する条例等の一部
を改正する条例

人権擁護委員候補者の推薦について

立川市議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部を改正する条例

立川市議会会議規則の一部を改正する規則

玉川上水沿いの環境や景観を守っていくためのマン
ション等の建築計画の見直しに対する指導の強化に
関する請願

通学路の安全確保に関する請願

通学路の安全確保のために、信号機設置への働きか
けを強く求める請願

学童保育の統合促進に関する陳情

塗装作業時の留意事項に関する陳情

国旗掲揚マニュアルに関する陳情

アスベスト対策に関する陳情

平成18年度立川市特別会計介護保険事業補正予算（第２号）

平成18年度立川市特別会計受託水道事業補正予算（第１号）

立川・昭島・国立聖苑組合規約の変更について

東京都後期高齢者医療広域連合の設立について

立川市道第５２９号線の廃止について

立川市道南３０５号線の廃止について

立川市道南３０６号線の廃止について

立川市運動場条例の一部を改正する条例

平成18年度立川市特別会計国民健康保険事業補正予算（第２号）

立川市総合福祉センター条例の一部を改正する条例

立川市学童保育所条例の一部を改正する条例

立川市非常勤職員公務災害補償条例の一部を改正する条例

平成18年度立川市一般会計補正予算（第３号）

平成18年度立川市特別会計競輪事業補正予算（第１号）

立川市立学校学校医、学校歯科医及び学校薬剤師公
務災害補償条例の一部を改正する条例

立川市道南５０８号線の認定について

立川市道南５０７号線の認定について

立川市道南３０６号線の認定について

立川市道南３０５号線の認定について

件　　　　　　　　名
議
案
番
号

会　　　派　　　名 結
　
果

自
眩
公
眄
フ
眄

社
盧

共
眈

市
盧

み
盧

採　択

審議された主な議案審議された主な議案審議された主な議案審議された主な議案審議された主な議案審議された主な議案

● 平成18年度立川市一般会計補正予算（第３号）
　歳入歳出予算の総額に、それぞれ24億207万７千円追加するもの。補正後の歳

入歳出予算の金額は、604億４千568万２千円。

● 東京都後期高齢者医療広域連合の設立について
　「高齢者の医療の確保に関する法律」に基づき、都の全区市町村が加入し、後

期高齢者医療の事務を広域的に処理するために設立する「東京都後期高齢者医療

広域連合」の規約（案）を認めるもの。

● 立川市議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例
　議員が任期満了等によりその職を離れた場合において、今までは月額報酬とし

ていたものを、日割計算により支給するものと改めるもの。

　また、正副議長が選挙された場合及び職を離れた場合も同様に日割計算とする

もの。

市長提出議案

議員提出議案

可 決

可 決

可 決

請願
１０

請願
１２

請願
１１

陳情
７

陳情
８

陳情
１０

陳情
９

各議案に対する賛否　（会派別） 自…たちかわ自民党　公…公明党　フ…市民フォーラム
共…日本共産党立川市議会議員団
社…社会民主党　み…みどり立川　市…市民の党（　）は議員数　○賛成　×反対　△退席

定例会

市 長 提 出 議 案

議 員 提 出 議 案

請 願 ・ 陳 情



指
針
に
基
づ
き
進
め
て
い
る

大
石
　
ふ
み
お（
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

12月定例会では、次の２４人の議員が

一般質問を行いました。（質問順）

都
条
例
の
遵
守
を
指
導
す
る

伊
藤
　
幸
秀（
公
明
党
）

深
夜
の
騒
音
、独
自
の
条
例
制
定
を

平
日
準
夜
間
診
療
の
実
施
目
指
す

伊
藤
　
大
輔（
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

関
係
機
関
と
連
携
し
、検
討

梅
田
　
春
生（
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

立
川
駅
周
辺
の
落
書
き
対
策
は

中
山
　
ひ
と
美（
た
ち
か
わ
自
民
党
）

サ
ン
サ
ン
ロ
ー
ド
に
花
畑
を

歴
史
的
背
景
踏
ま
え
、選
定
進
め
る

清
水
　
孝
治（
た
ち
か
わ
自
民
党
）

「
府
中
道
」
を
愛
称
に

花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
展
開
し
た
い

中
島
　
光
男（
公
明
党
）

当
面
の
措
置
と
し
て
単
独
で
導
入

　
　
　
窓
口
の
一
本
化
を

休
日
・
夜
間

診
療
体
制

　
　   

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、確
実
に

幹
　
線

道
　
路

　
　
　
住
民
要
望
の
実
現
を

交
通
安

全
対
策

　
　
　
独
自
の
負
担
軽
減
策
の
実
現
を

障
害
者
自

立
支
援
法

　
　
　
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を

防
災
・
防

犯
情
報

　
　
　
組
織
横
断
的
な
取
り
組
み
を

フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　
教
育
は「
協
育
」で
あ
る
べ
き

立
川
っ
子

健
全
育
成

広
報
等
の
支
援
は
行
う

稲
橋
　
ゆ
み
子（
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
、活
動
支
援
を

都
の
責
任
で
対
応
す
べ
き

太
田
　
光
久（
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

人
権
侵
害
と
認
識
し
て
い
る

高
口
　
靖
彦（
公
明
党
）

い
じ
め
、絶
対
に
許
す
な

民
間
活
力
の
盛
り
上
が
り
を
待
つ

福
島
　
正
美（
公
明
党
）

ス
ク
ラ
ム
組
み
、全
力
で
取
り
組
む

守
重
　
夏
樹（
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

計
画
的
に
取
り
替
え
て
い
く

堀
　
憲
一（
公
明
党
）

学
供
施
設
、畳
の
張
り
か
え
を

【用語解説】
◇ チャイルドライン
　 何でも話せる子ども専用電話。従来の問題解決型のものとは異なり、子どもの匿名性やプ
  ライバシーを守り、話すのも切るのも子どもが決める主体性を大切にしている。

◇ フィルムコミッション
　 映画やテレビドラマなどのロケーション撮影をスムーズに進めるよう、地域の情報を提供する
  など、さまざまな便宜を図る窓口。

現
場
の
状
況
を
見
て
対
応
検
討

堀
江
　
重
宏（
日
本
共
産
党
）

政
策
協
働
研
究
の
中
で
検
討

岩
元
　
喜
代
子（
公
明
党
）

自
治
基
本
条
例
の
制
定
を

緊
急
性
の
高
い
も
の
か
ら
対
応

永
元
　
須
摩
子（
日
本
共
産
党
）

将
来
的
に
幅
広
く
活
用
す
る

大
沢
　
豊（
み
ど
り
立
川
）

多
摩
授
産
所
、主
体
的
に
活
用
を

ス
ト
レ
ス
除
く
環
境
作
り
が
必
要

早
川
　
輝（
日
本
共
産
党
）

い
じ
め
問
題
、ス
ト
レ
ス
が
原
因
で
は

効
率
的
な
財
政
運
営
に
努
め
る

佐
藤
　
寿
宏（
た
ち
か
わ
自
民
党
）

早
急
に
行
財
政
の
体
質
改
善
を

農
業
振
興
計
画
の
柱
と
し
て
取
組
む

上
條
　
彰
一（
日
本
共
産
党
）

　
　
　
後
継
者
対
策
が
課
題

農
　
業

支
援
策

　
　
　
学
校
現
場
へ
の
支
援
が
必
要

特
別
支

援
教
育

環
境
へ
の
優
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル

若
松
　
貞
康（
た
ち
か
わ
自
民
党
）

新
庁
舎
、屋
上
緑
化
案
に
疑
問

早
い
時
点
で
導
入
す
る

五
十
嵐
　
け
ん（
市
民
の
党
）

ダ
イ
レ
ク
ト
型
一
般
競
争
入
札
の
導
入
を

先
進
市
の
事
例
を
研
究
す
る

矢
島
　
重
治（
社
会
民
主
党
）

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
、工
夫
を

地域住民の生活道路
（若葉町1丁目・2丁目境）

安
心
利
用
で
き
る
よ
う
努
め
る

浅
川
　
修
一（
日
本
共
産
党
）

公
園
・
緑
地
、適
切
な
管
理
を

安心して遊べる公園

子どもたちの心の支えに
（ハートフルフレンド）

ペットボトルは大事な資源

１　大石　ふみお（市民フォーラム）
　①幹線道路のバリアフリーについて
　②環境対策について
２　伊藤　大輔（市民フォーラム）
　①こどもＥＲの創設に向けて。子育て支援の充実
　②市役所業務（サービス）の向上及び職員のサービス意
　識向上について
３　清水　孝治（たちかわ自民党）
　①公園のあり方について
　②道路行政について
４　梅田　春生（市民フォーラム）
　①くるりんバスのバス停について
　②立川駅周辺の生活環境及び治安状況は
５　中山　ひと美（たちかわ自民党）
　①北口の諸問題について
　②商業振興について
　③子どもたちを守るための対策について　
６　中島　光男（公明党）
　①公園のあり方について　②ごみ問題について
　③市民が安心・安全に暮らせるために
　④立川のまちづくりについて　
７　高口　靖彦（公明党）
　①教育におけるさまざまなことについて
　②健康・介護保険について
　③砂川地域のまちづくりについて
８　伊藤　幸秀（公明党）
　①行政改革について
　②市民の住環境について
　③北口周辺のまちづくりについて　
　④市営野球場の整備について
　⑤「ニート」「引きこもり」支援について
９　稲橋　ゆみ子（市民フォーラム）
　①消費者と農業生産者をつなげる援農の仕組みについて
　②市の施設での「石けん」の使用について
　③夢育て・たちかわ子ども２１プランについて
10　福島　正美（公明党）
　①発達障害児への支援策について
　②子どもの居場所づくりについて
　③観光事業について
　④くるりんバスの南ルートについて
11　守重　夏樹（市民フォーラム）
　①「立川っ子の健全育成に責任ある環境づくり」について
　②「自転車文化を発信するまち、立川」の早期実現について
　③広域連携サミットについて
　④消費者被害と犯罪被害者の実態と取り組みについて
12　堀　憲一（公明党）
　①まちづくりについて　
　②ダイヤモンドシティオープンによる影響について
　③教育現場の課題から
　④スポーツ振興について
13　太田　光久（市民フォーラム）
　①福祉施策の充実について
　②小・中学校のいじめについて
14　岩元　喜代子（公明党）
　①子育て支援施策について
　②環境対策について
　③市民参加の推進のために
　④西武立川駅周辺開発について　
15　永元　須摩子（日本共産党）
　①障害者自立支援法による負担軽減について
　②子どもの医療費の助成について
　③住民の交通安全対策について
16　大沢　豊（みどり立川）
　①障害者自立支援法の完全実施後について
　②「多摩授産所」の移管について
　③課税のあり方について
17　浅川　修一（日本共産党）
　①みどりの保護育成、公園の整備について
　②行政評価制度について
18　早川　輝（日本共産党）
　①米軍横田基地について
　②いじめ問題について　
　③武蔵砂川駅、西武立川駅の改善について
19　堀江　重宏（日本共産党）
　①税制「改正」による市民への影響について
　②特別支援教育について
20　佐藤　寿宏（たちかわ自民党）
　①行財政改革について
　②新庁舎建設について
21　上條　彰一（日本共産党）
　①働く者の権利を守る施策について
　②農業支援策の強化について
22　矢島　重治（社会民主党）
　①ごみ対策について
　②公民館事業と生涯学習事業について
　③放置自転車等の対策について
23　若松　貞康（たちかわ自民党）
　①新庁舎建設について　
24　五十嵐　けん（市民の党）
　①談合なくす入札改革と施策について
　②障害者自立支援法に伴う問題について
　③質素で実用的な新庁舎建設について
　④教育予算の増額について市長に問う

市政の内容を聞く市政の内容を聞く市政の内容を聞く 一般質問
（要旨）

　
　
　
　
幹
線
道
路
の
段
差
解
消

　
　
　
　
は
９０
%
の
進
捗
率
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
で
は
整
備
が
進
ん
で
い
る

と
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
整
備
が

完
了
し
た
路
線
で
も
、
日
々
変
化

す
る
道
路
状
況
に
す
ぐ
に
対
応
で

き
る
体
制
作
り
が
必
要
と
考
え
ま

す
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
幹
線
道
路
バ
リ
ア
フ
リ

　
　
　
　
ー
化
の
課
題
に
つ
い
て

は
、
立
川
市
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

指
針
に
基
づ
き
、
優
先
的
に
整
備

す
べ
き
道
路
の
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
都
の
補
助
金
を
活
用
し
、

計
画
的
に
事
業
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
概
ね
完
了
に
な
っ
た
段
階
で

次
期
整
備
路
線
の
選
定
作
業
を
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。
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問

答

　
　
　
　
夜
間
、
飲
食
店
の
カ
ラ

　
　
　
　
オ
ケ
等
騒
音
に
対
し
て

は
、
住
環
境
を
守
る
と
い
う
趣
旨

で
も
、
市
独
自
の
条
例
を
作
る
べ

き
で
す
。
ま
た
、
自
衛
隊
ヘ
リ
は

騒
音
で
病
気
に
な
る
市
民
も
い
ま

す
。
単
に
自
衛
隊
と
の
協
定
が
守

ら
れ
れ
ば
よ
い
と
い
う
問
題
で
は

な
く
、
苦
情
に
対
し
て
は
調
査
し
、

自
衛
隊
に
要
望
す
べ
き
で
す
。

　
　
　
　
深
夜
の
カ
ラ
オ
ケ
等
は
、

　
　
　
　
都
の
条
例
で
騒
音
対
策

は
包
括
さ
れ
て
お
り
、
指
導
す
る

こ
と
に
よ
り
効
果
が
上
が
る
と
考

え
ま
す
。
ま
た
、
ヘ
リ
の
騒
音
は
、

相
談
が
あ
れ
ば
騒
音
測
定
等
を
検

討
し
ま
す
。
自
衛
隊
に
は
市
民
の

苦
情
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
騒
音

軽
減
対
策
の
充
実
な
ど
に
つ
い
て

も
継
続
し
て
要
請
し
ま
す
。

問

答

　
　
　
　
子
ど
も
自
身
が
気
軽
に

　
　
　
　
掛
け
ら
れ
る
チ
ャ
イ
ル

ド
ラ
イ
ン
の
仕
組
み
は
、
問
題
を

抱
え
る
子
ど
も
の
救
済
に
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
本
市
に

も
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

が
あ
り
ま
す
が
、
活
動
を
継
続
す

る
に
は
電
話
代
等
の
支
援
が
必
要

で
す
。
市
が
運
営
費
を
支
援
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
は

　
　
　
　
悩
み
を
抱
え
る
子
ど
も

に
と
っ
て
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ

り
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
運
営
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
熱
意
に

よ
り
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
十

分
認
識
し
て
い
ま
す
。
広
報
等
の

支
援
は
で
き
る
限
り
行
い
ま
す
が
、

財
政
的
支
援
は
困
難
な
状
況
で
す
。

問

答

　
　
　
　
自
立
支
援
法
は
、
障
が

　
　
　
　
い
者
の
自
立
を
支
援
す

る
ど
こ
ろ
か
生
存
権
や
生
き
が
い

の
場
を
奪
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

自
己
負
担
す
る
お
金
が
増
え
、
人

と
し
て
最
低
限
の
生
活
さ
え
困
難

な
人
が
い
る
の
で
す
。
現
実
を
受

け
止
め
、
市
独
自
の
負
担
軽
減
策

を
可
能
な
か
ぎ
り
実
現
で
き
る
よ

う
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
都
が
実
施
す
る
軽
減
策

　
　
　
　
は
取
り
入
れ
て
い
き
ま

す
。
そ
の
他
の
負
担
は
法
に
基
づ

い
た
全
国
一
律
の
負
担
で
あ
る
こ

と
、
低
所
得
者
対
策
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
独
自
の
軽
減

策
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
都
が
責

任
を
持
っ
て
、
国
に
よ
り
多
く
の

財
政
負
担
を
持
つ
よ
う
働
き
か
け

る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

答

　
　
　
　
学
校
現
場
か
ら
は
、「
コ

　
　
　
　
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
任
せ

で
は
大
変
」
「
児
童
・
生
徒
の
ク

ー
ル
ダ
ウ
ン
す
る
部
屋
が
ほ
し
い
」

「
特
別
支
援
教
育
の
今
後
の
方
向

性
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳
し

く
知
ら
せ
て
ほ
し
い
」
と
の
声
が

あ
り
ま
す
。
障
害
を
も
た
れ
て
い

る
方
が
安
心
で
き
る
よ
う
個
々
の

問
題
に
つ
い
て
支
援
が
必
要
で
は
。

　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
つ
い
て

　
　
　
　
は
、
議
会
に
説
明
し
た

後
掲
載
し
た
い
。
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン

の
部
屋
は
必
要
と
考
え
る
の
で
、

直
接
状
況
を
見
て
対
応
を
検
討
し

た
い
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
負

担
軽
減
の
た
め
に
は
、
学
校
全
体

で
取
り
組
む
こ
と
、
精
神
科
医
や

臨
床
心
理
士
等
の
専
門
家
チ
ー
ム

に
よ
る
対
応
を
考
え
て
い
ま
す
。

問

答

　
　
　
　
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

　
　
　
　
伺
い
ま
す
。
歳
入
は
市

独
自
の
財
源
確
保
へ
の
取
り
組
み

が
必
要
で
す
。
立
川
駅
北
口
の
土

地
な
ど
、
行
政
資
産
を
活
用
し
て

収
益
を
あ
げ
る
べ
き
で
す
。
歳
出

は
市
民
の
税
金
を
借
金
に
使
う
よ

う
な
市
政
運
営
は
極
力
避
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
早
急
な
財
務

の
体
質
改
善
を
進
め
る
べ
き
で
す
。

　
　
　
　
歳
入
は
、
有
料
広
告
や

　
　
　
　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
な

ど
新
た
な
収
益
収
入
や
独
自
財
源

の
確
保
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま

す
。
市
債
は
平
成
１８
年
度
に
４０
数

億
円
の
削
減
を
目
標
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
後
も
新
た
な
市
債

の
発
行
の
抑
制
や
借
り
か
え
、
繰

上
償
還
な
ど
債
務
残
高
の
縮
小
に

努
め
ま
す
。

問

答

　
　
　
　
市
内
農
家
の
減
少
を
食

　
　
　
　
い
止
め
る
た
め
、
一
番

に
や
る
べ
き
こ
と
は
後
継
者
対
策

で
す
。
若
い
後
継
者
が
や
る
気
を

も
て
る
環
境
作
り
や
、
農
業
者
の

頑
張
り
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
支
援

の
ポ
イ
ン
ト
だ
と
考
え
ま
す
。
果

物
や
植
木
を
、
う
ど
に
続
く
特
産

品
と
す
る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い

ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
農
業
振
興
計
画
の
一
番

　
　
　
　
の
柱
は
後
継
者
の
育
成

だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
若
い
人

た
ち
が
や
り
た
い
と
い
う
こ
と
を

や
ら
せ
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
、
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
Ｐ
Ｒ
に
つ

い
て
は
大
い
に
し
て
い
き
た
い
。

特
産
品
に
つ
い
て
は
、
来
年
は
野

菜
か
果
物
で
、
再
来
年
は
植
木
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

答

　
　
　
　
１００
年
を
見
据
え
た
と
は

　
　
　
　
い
え
、
屋
上
緑
化
の
歴

史
は
ま
だ
浅
く
、
ま
た
、
不
特
定

の
人
が
出
入
り
す
る
こ
と
の
不
測

の
事
態
も
心
配
で
す
。
億
単
位
の

巨
額
な
費
用
を
か
け
て
ま
で
、
屋

上
に
ク
ヌ
ギ
や
ナ
ラ
の
林
を
つ
く

り
、
風
車
や
池
、
散
歩
道
が
あ
る

屋
上
庭
園
を
な
ぜ
つ
く
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
新
庁
舎
建
設
の
基
本
構

　
　
　
　
想
の
一
つ
で
あ
る
、
人

や
地
球
環
境
に
対
す
る
優
し
さ
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
一
つ
の
方
法
と
し

て
屋
上
緑
化
を
取
り
入
れ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
断
熱
効
果
に
よ

る
省
エ
ネ
や
、
紫
外
線
等
に
よ
る

劣
化
防
止
効
果
で
建
物
の
長
寿
命

化
も
図
れ
ま
す
。
安
全
管
理
に
つ

い
て
も
十
分
配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

問

答

　
　
　
　
本
市
の
条
件
付
き
一
般

　
　
　
　
競
争
入
札
は
完
全
な
ダ

イ
レ
ク
ト
型
で
は
な
く
、
事
前
に

契
約
担
当
職
員
に
参
加
業
者
が
わ

か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
職

員
に
圧
力
が
か
か
れ
ば
、
情
報
が

漏
れ
る
可
能
性
が
あ
り
改
革
す
べ

き
で
す
。
ま
た
、
市
場
価
格
を
反

映
し
や
す
い
変
動
型
の
最
低
制
限

価
格
制
度
に
移
行
す
べ
き
で
す
。

　
　
　
　
ダ
イ
レ
ク
ト
型
の
一
般

　
　
　
　
競
争
入
札
は
、
早
い
時

点
で
導
入
を
し
た
い
の
で
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
変
動
型
の
最
低

制
限
価
格
制
度
に
つ
い
て
は
検
討

し
ま
し
た
が
、
一
度
整
理
の
必
要

が
あ
り
、
整
理
後
に
導
入
し
た
い
。

入
札
制
度
の
改
善
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
市
の
入
札
制
度
を
点
検
し
、

さ
ら
に
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

問

答

　
　
　
　
足
立
区
が
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

　
　
　
　
を
利
用
し
た
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

回
収
モ
デ
ル
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

本
市
で
も
実
施
す
べ
き
で
す
。
ま

た
、
資
源
再
生
利
用
補
助
金
の
品

目
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
加
え
て
、

回
収
に
つ
い
て
の
意
義
や
意
欲
を

市
民
に
喚
起
し
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収

　
　
　
　
は
牛
乳
パ
ッ
ク
等
と
と

も
に
多
く
の
店
頭
で
行
っ
て
お
り
、

今
後
も
周
知
に
努
め
ま
す
。
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
を
利
用
し
た
回
収
は
足
立

区
が
先
駆
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
補
助
金
や
事
業
者
へ
の
費

用
負
担
な
ど
、
今
後
調
査
・
研
究

し
ま
す
。
ま
た
、
資
源
再
生
利
用

補
助
金
に
つ
い
て
も
研
究
し
ま
す
。

問答

　
　
　
　
市
民
自
治
基
本
条
例
の

　
　
　
　
策
定
に
は
、
市
民
だ
け

で
は
な
く
行
政
、
議
会
も
主
体
的

に
取
り
組
む
べ
き
で
す
。
市
民
参

加
・
参
画
を
推
進
す
る
た
め
、
市

民
の
意
識
改
革
と
多
く
の
声
を
反

映
さ
せ
る
た
め
の
工
夫
が
必
要
で

す
。
日
野
市
で
導
入
し
た
市
職
員

に
よ
る
地
域
の
担
当
制
も
ひ
と
つ

の
方
策
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
。

　
　
　
　
第
二
次
基
本
計
画
の
中

　
　
　
　
で
、
市
民
と
の
協
働
に

よ
る
検
討
を
進
め
る
方
針
を
示
し

て
い
ま
す
。
現
在
は
政
策
協
働
研

究
事
業
の
中
で
、
学
識
経
験
者
、

市
民
と
一
緒
に
自
治
の
基
本
と
な

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
を
研

究
し
、
条
例
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
ま
す
。
先
進
都
市
の
事
例
は

研
究
し
な
が
ら
議
論
し
た
い
。

問

答

　
　
　
　
過
去
５
年
間
で
住
民
か

　
　
　
　
ら
信
号
機
の
設
置
要
望

は
ど
の
く
ら
い
あ
り
、
そ
の
要
望

は
ど
の
程
度
実
現
で
き
た
の
で
し

ょ
う
か
。
歩
道
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

が
途
中
で
切
れ
て
い
る
所
は
直
ち

に
設
置
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
見

解
を
。
ま
た
、
破
損
し
た
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
市

は
ど
う
補
修
対
応
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
要
望
は
５４
件
あ
り
、
設

　
　
　
　
置
さ
れ
た
の
は
５
件
で

す
。
警
視
庁
は
危
険
度
の
高
い
箇

所
等
か
ら
優
先
順
位
を
決
め
設
置

し
て
い
ま
す
。
視
覚
障
害
者
誘
導

ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
は
都
に
要
請
し

て
い
き
ま
す
。
市
民
通
報
や
道
路

パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
発
見
し
た
破

損
箇
所
は
、
緊
急
性
の
高
い
も
の

か
ら
補
修
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問

答

　
　
　
　
都
か
ら
移
管
さ
れ
る
多

　
　
　
　
摩
授
産
所
は
、
現
在
の

高
齢
者
の
作
業
所
の
ほ
か
に
、
高

齢
者
の
就
労
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
活

動
拠
点
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
の

改
造
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
施
策
で
活

用
で
き
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
へ
丸
投
げ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
市
が
主
導
権
を
持
っ
て

施
設
を
管
理
す
べ
き
で
す
。

　
　
　
　
移
譲
の
条
件
と
し
て
、

　
　
　
　
現
在
の
委
託
先
で
あ
る

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
３
年

間
継
続
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
移
譲
当
初
は
都
の
目
的
に
沿

っ
た
授
産
所
類
似
事
業
を
行
い
ま

す
が
、
将
来
的
に
は
様
々
な
高
齢

者
事
業
の
実
施
を
は
じ
め
、
幅
広

い
高
齢
者
対
策
を
実
施
す
る
拠
点

と
し
て
検
討
し
ま
す
。

問

答

　
　
　
　
子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス
が

　
　
　
　
い
じ
め
の
原
因
に
な
っ

て
い
る
と
考
え
ま
す
。
い
じ
め
が

い
け
な
い
こ
と
だ
と
わ
か
っ
て
い

て
も
、
ス
ト
レ
ス
の
中
で
人
権
感

覚
が
働
か
な
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
ま
た
、
学
校
が
い
じ
め

を
隠
し
た
り
、
教
員
が
一
人
で
問

題
を
抱
え
込
で
し
ま
う
と
の
報
道

も
あ
る
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
子
ど
も
た
ち
の
い
ろ
い

　
　
　
　
ろ
な
ス
ト
レ
ス
が
、
い

じ
め
の
ひ
と
つ
の
要
因
で
あ
る
と

い
う
認
識
は
あ
り
ま
す
。
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
な
い
環
境
作
り
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
じ

め
問
題
を
教
育
委
員
会
と
共
に
解

決
し
て
い
く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で

話
を
し
て
お
り
、
隠
す
こ
と
は
な

い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問

答

　
　
　
　
い
じ
め
は
い
か
な
る
理

　
　
　
　
由
が
あ
ろ
う
と
絶
対
に

許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
あ
ら

ゆ
る
手
段
を
尽
く
し
て
根
絶
す
べ

き
で
す
。
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
子

ど
も
が
相
談
し
や
す
い
相
手
と
し

て
、
小
学
校
へ
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
配
置
、
中
学
校
へ
の

ハ
ー
ト
フ
ル
フ
レ
ン
ド
の
派
遣
は

実
現
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
い
じ
め
は
人
権
侵
害
で

　
　
　
　
あ
る
と
い
う
認
識
の
も

と
、
緊
急
の
い
じ
め
点
検
旬
間
を

設
定
し
て
具
体
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
つ
い
て
は
引
き

続
き
教
育
長
会
で
国
に
要
求
し
て

い
き
ま
す
。
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
レ
ン

ド
も
今
後
、
よ
り
増
員
に
向
け
て

努
力
す
る
つ
も
り
で
す
。

問答
　
　
　
　
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い

　
　
　
　
る
駅
ナ
カ
に
よ
り
、
お

客
さ
ん
が
駅
周
辺
に
留
ま
る
危
惧

が
あ
り
ま
す
。
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
で
立
川
の
名
を
全
国
に
発

信
し
、
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大

事
で
す
。
現
在
は
観
光
協
会
が
行

っ
て
い
ま
す
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

立
ち
上
げ
や
組
織
横
断
的
な
取
り

組
み
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

　
　
　
　
ン
は
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

の
面
で
有
用
と
判
断
し
て
お
り
、

現
在
作
成
中
の
観
光
推
進
プ
ラ
ン

の
中
に
も
位
置
づ
け
、
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

の
民
間
活
力
が
出
て
く
れ
ば
大
い

に
支
援
を
し
た
い
。
た
だ
、
市
か

ら
誘
導
も
で
き
な
い
の
で
、
民
間

活
力
の
盛
り
上
が
り
を
待
ち
た
い
。

問

答

　
　
　
　
教
育
は
学
校
だ
け
で
取

　
　
　
　
り
組
む
こ
と
で
は
な
く
、

学
校･

家
庭･

地
域
社
会
が
協
力
し

て
育
て
る｢

協
育｣

で
あ
る
べ
き
で

す
。
地
域
社
会
の
教
育
力
を
高
め
、

関
心
の
目
を
向
け
さ
せ
る
こ
と
も

行
政
の
役
割
と
し
て
大
切
で
あ
り
、

｢

立
川
っ
子｣

を
取
り
巻
く
安
心
・

安
全
の
環
境
へ
の
解
決
策
と
考
え

ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
今
、
大
人
達
の
最
大
の

　
　
　
　
仕
事
は
子
ど
も
の
教
育

だ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
教
育
は
学
校
現
場
だ
け
に

任
せ
る
の
で
は
な
く
、
家
庭
・
地

域
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
育
む

も
の
で
す
。
教
育
委
員
会
や
学
校

現
場
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、
子
ど

も
た
ち
の
幸
せ
の
た
め
に
全
力
を

あ
げ
て
取
り
組
む
つ
も
り
で
す
。

問

答

　
　
　
　
こ
ん
ぴ
ら
橋
会
館
の
畳

　
　
　
　
が
す
り
切
れ
て
い
て
、

け
ば
が
服
に
付
く
よ
う
な
状
態
で

す
。
他
の
会
館
も
調
査
し
、
畳
の

取
り
替
え
を
計
画
的
に
行
う
べ
き

で
す
。
ま
た
、
空
調
設
備
は
集
中

方
式
に
な
っ
て
お
り
、
利
用
し
て

い
な
い
部
屋
も
あ
る
た
め
非
効
率

で
す
。
部
屋
ご
と
に
空
調
設
備
を

整
備
す
べ
き
で
す
。

　
　
　
　
こ
ん
ぴ
ら
橋
会
館
集
会

　
　
　
　
室
の
畳
の
傷
み
に
つ
い

て
は
、
指
摘
の
と
お
り
苦
情
を
聞

い
て
い
ま
す
。
学
習
等
供
用
施
設

の
各
館
代
表
者
連
絡
会
に
お
い
て
、

年
次
計
画
で
の
畳
の
張
り
か
え
・

取
り
替
え
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

冷
暖
房
設
備
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

各
設
備
の
改
修
時
に
個
別
に
検
討

し
ま
す
。

問

答

　
　
　
　
休
日
・
夜
間
に
連
絡
が

　
　
　
　
と
れ
る
病
院
等
の
電
話

番
号
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
で
き
ま
す
が
、
診
療
可
能
な
病

院
が
わ
か
る
ま
で
に
は
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
代
表
と
な
る
連
絡
先

を
設
け
、
そ
の
日
の
担
当
病
院
へ

転
送
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
や
夜
間
相

談
窓
口
な
ど
、
迅
速
か
つ
明
確
な

サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
む
べ
き
で
す
。

　
　
　
　
現
在
、
市
内
で
夜
間
小

　
　
　
　
児
科
の
診
療
可
能
な
医

療
機
関
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

提
案
い
た
だ
い
た
電
話
サ
ー
ビ
ス

は
、
対
応
で
き
る
小
児
科
医
が
い

る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
地
元
医
師
会
の
小
児
科
医

等
が
診
療
に
あ
た
る
平
日
準
夜
間

診
療
事
業
の
実
施
を
目
指
し
、
周

辺
市
と
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

問

答

　
　
　
　
最
近
、
J
R
立
川
駅
の

　
　
　
　
デ
ッ
キ
で
は
路
上
ラ
イ

ブ
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る
方

が
増
え
て
い
ま
す
。
許
可
制
な
ど

今
後
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、

公
共
の
地
下
道
や
民
間
ビ
ル
の
壁
、

住
宅
等
に
ス
プ
レ
ー
缶
で
書
か
れ

た
落
書
き
を
多
く
見
か
け
ま
す
。

放
っ
て
お
く
と
増
え
る
た
め
、
対

応
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
路
上
ラ
イ
ブ
等
に
つ
い

　
　
　
　
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
演

奏
者
と
の
話
し
合
い
や
デ
ッ
キ
以

外
で
の
演
奏
場
所
の
提
供
等
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
直
ち
に
許
可
制

と
い
う
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
す
。

落
書
き
は
犯
行
の
時
間
等
を
考
慮

す
る
と
常
時
注
視
す
る
こ
と
は
困

難
で
す
。
関
係
機
関
と
連
携
し
た

取
り
組
み
を
検
討
し
ま
す
。

問

答

　
　
　
　
サ
ン
サ
ン
ロ
ー
ド
は
今
、

　
　
　
　
ホ
ー
ム
レ
ス
や
ご
み
の

問
題
等
が
放
置
さ
れ
て
い
る
状
態

で
す
。
皆
で
花
畑
を
作
り
、
本
当

の
意
味
で
市
民
と
の
協
働
の
場
・

憩
い
の
場
と
す
る
こ
と
を
提
案
し

ま
す
。
花
を
育
て
る
こ
と
は
人
の

心
も
育
て
ま
す
。
花
を
咲
か
せ
、

花
の
あ
る
ま
ち
立
川
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
昭
和
記
念
公
園
や
商
工

　
　
　
　
会
議
所
と
連
携
し
、
ま

ち
な
か
に
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。
市
民
と
と
も

に
芝
生
の
一
部
に
花
壇
を
作
る
と

い
う
提
案
に
つ
い
て
は
、
市
民
と

の
協
働
事
業
施
策
で
あ
る
ロ
ー
ド

サ
ポ
ー
ト
事
業
や
緑
化
推
進
協
力

委
員
会
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
が

可
能
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

答

　
　
　
　
防
災
・
防
犯
情
報
の
携

　
　
　
　
帯
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
は
、小
さ
な
子
ど
も

を
持
つ
親
が
中
心
と
な
り
、約
４

千
名
の
署
名
簿
を
添
え
て
市
長
に

陳
情
し
、ま
た
何
回
も
提
言
し
て

き
ま
し
た
。市
民
が
安
心
・
安
全
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
、早
期
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
て
い
く
べ
き
で
す
。

　
　
　
　
メ
ー
ル
配
信
の
導
入
に

　
　
　
　
関
し
て
は
現
在
、見
直
し

を
進
め
て
い
る
地
域
防
災
計
画
の

策
定
後
に
着
手
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。当
面
の
措
置
と
し
て
、防

災
情
報
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム
と
は

切
り
離
し
て
、単
独
の
シ
ス
テ
ム

と
し
て
の
導
入
を
考
え
て
い
ま
す

が
、情
報
化
推
進
委
員
会
等
に
意

見
を
聞
き
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

問

答

　
　
　
　
市
道
東
１１２
号
線
は
、

　
　
　
　｢

府
中
道｣

と
い
う
名
で

地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
重

要
な
路
線
で
す
。歴
史
的
背
景
の

あ
る
こ
の
名
称
を
正
式
に
愛
称
と

し
て
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。ま
た
、交
通
量
が
激
増
し
、

以
前
よ
り
危
険
が
増
し
て
い
ま
す
。

警
察
に
交
通
取
締
り
の
定
期
的
な

実
施
を
要
請
す
べ
き
で
す
。

　
　
　
　
道
路
の
愛
称
名
に
つ
い

　
　
　
　
て
は
定
期
的
に
市
民
公

募
を
行
っ
て
い
ま
す
。歴
史
的
背

景
を
踏
ま
え
、広
く
市
民
の
意
見

を
聞
き
、同
名
称
も
考
慮
し
つ
つ

選
定
を
進
め
た
い
。ま
た
、定
期
的

な
取
締
り
に
つ
い
て
は
、引
き
続

き
立
川
警
察
署
に
要
請
す
る
と
と

も
に
今
後
も
交
通
の
安
全
性
確
保

へ
の
方
策
を
検
討
し
た
い
。

問

答

　
　
　
　
こ
こ
１０
年
の
公
園
管
理

　
　
　
　
予
算
の
推
移
は
、
増
え

て
ま
た
減
る
と
い
う
削
減
傾
向
に

な
っ
て
お
り
計
画
性
が
な
い
よ
う

に
見
え
ま
す
。公
園
や
緑
地
を
活

か
す
に
は
、管
理
予
算
を
し
っ
か

り
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

遊
具
の
あ
り
方
や
、植
栽
の
管
理

方
法
等
の
見
直
し
も
検
討
す
べ
き

と
考
え
ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
公
園
管
理
の
予
算
は

　
　
　
　
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、緑
の
基
本
計
画
に
基
づ

き
効
率
的
・
効
果
的
に
整
備
を
行

っ
て
い
ま
す
。老
朽
化
し
た
遊
具

等
に
つ
い
て
は
、近
隣
の
自
治
会

と
相
談
し
て
撤
去
す
る
こ
と
を
検

討
し
、い
つ
で
も
安
全
に
安
心
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
な
公
園
・
緑

地
の
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

問

答
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請願
陳情

人事紹介
１２
月
２０
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委
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▼
宮
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た
つ
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氏（
新
任
）

　
　
富
士
見
町
７
丁
目
在
住

報 告 書

請願・陳情はこうなりました

○採択されました
件　　　　　名 要　　　　　旨

件　　　　　名 要　　　　　旨

玉川上水沿いの環境や景観を守ってい
くためのマンション等の建築計画の見
直しに対する指導の強化に関する請願

玉川上水沿いにおけるマンション等の建
造物建築計画について、周辺住民等の同意・
意向を反映し、良好な環境や景観を守る
よう都と連携し指導の強化を求める

平成１９年第１回市議会定例会会議日程表（予定）

※お気軽に傍聴へお越しください。傍聴受付けは会議開始１５分前より行います。
※次回定例会審議予定の請願・陳情の締め切りは２月１５日（木）午後５時です。
　お問い合せは、議会事務局　蕁５２３－２１１１内線２８４、２８５まで

月　　日 時　　間 会　　議　　名 摘　　　要

23（金）

本 会 議

本 会 議

予算特別委員会

予算特別委員会

予算特別委員会

予算特別委員会

委 員 会

委 員 会

委 員 会

委 員 会

委 員 会

本 会 議

本 会 議

議会運営委員会

予 算 特 別 委 員 会

請願・陳情の付託、
議案審議、
予算提案説明

一般質問

一般質問

議案審議、
委員会審査意見報告、
継続要求

2月
20（火）

3月
  1（木）

午前1 0時

本 会 議
代表質問、
予算特別委員会設置・付託

午前1 0時

午前1 0時

午前1 0時

午前1 0時

午前1 0時

午前1 0時

午前1 0時

午前1 0時

午前1 0時

午前1 0時

午前1 0時

午前1 0時

午前1 0時

26（月）

27（火）

28（水）

  2（金）

  5（月）

  6（火）

  7（水）

  8（木）

  9（金）

12（月）

13（火）

15（木）

午前1 0時

午前1 0時

16（金）

○継続審査になりました

●不採択になりました
件　　　　　名 要　　　　　旨

塗装作業時の留意事項に関する陳情
市立小・中学校等の施設整備における塗
装作業には、化学物質による健康障害の
防止に特段の配慮、対策を求める

通学路の安全確保に関する請願

砂川七丁目国立音楽大学西南西武線踏
切交差点（玉川上水第2号踏切道）の拡
張（待機場所確保）及び歩道の拡張を求
めることなど

通学路の安全確保のために、信号機設
置への働きかけを強く求める請願

砂川七丁目国立音楽大学西南西武線踏
切交差点の信号機設置を、交通管理者に
要請することを求める

学童保育の統合促進に関する陳情
学童保育は、放課後の事業であり全児童
の対象事業にすべきであり、最良の方法
は小学校への統合を要望する

療養病床の廃止・削減計画の凍結と介
護保険事業等の充実等に関する請願

療養病床の削減計画を凍結するよう求め
る意見書を政府に提出することを求める
ことなど

アスベスト対策に関する陳情
市として、市民の健康影響を考慮し、民間

施設の早急な対策のお願いなど

国旗掲揚マニュアルに関する陳情
市立小・中学校等の国旗掲揚は、マニュア
ルがあれば戸惑うことがないので、マニュ
アルをつくることを求める

　第3回定例会（9月議会）において採択され、市長あて送付した請願・
陳情について、12月20日に市長から議長あてに「請願の処理の経過
及び結果について」報告がありました。

○請願第６号　墓地造営に対し、良好な市民の生活環境を守るため十
　　　　　　　分な対策を求める請願
　（1）　東京都が平成１３年１月に条例を改正した理由には、隣接者以外
　　の周辺住民がまったく知らないままに事業がすすめられる事例が
　　あり、事業計画をもっと広い範囲に事前周知すること及び広く公
　　共の福祉に係る観点から周辺住民の意見申出を受けることが必要
　　と判断された経緯があります。これを条件の緩和とみなし、周辺住
　　民の同意を得るなど意向を反映するよう申し伝えることは難しい
　　と考えております。
　（2）　平成１８年９月２９日に、立川市内における墓地等の造成等に関す
　　る指針を制定し、施行しました。

○請願第７号　立川市立看護専門学校に関する請願
　経営改革プランは、限られた経営資源を効果的・効率的に活用し、健
全で持続可能な行財政運営を進めるものです。今後は、請願の趣旨を尊
重して対応を図り、経営改革プランの推進に努めていきます。

○請願第８号　障害者自立支援法施行後においても障害者が地域で生
　　　　　　　活できることを求める請願
　（1）　利用料の負担は、障害者自立支援法に定められておりますので、
　　法律の考え方を遵守したいと考えておりますが、東京都が行う軽
　　減措置については、市でも取り入れていきます。
　（2）　サービス水準は、市だけの課題ではなく近隣地域との均衡も必
　　要と考えております。移動支援の基準は、上限の設定はしておりま

　　すが、団体の役員が公の会議に出席する場合、冠婚葬祭等については、
　　きめ細やかな対応をしていきたいと考えております。
　（3）　サービス提供基盤の確保は、重要なことと考えており、制度に
　　問題があるとのご指摘であれば、ご意見を踏まえ市長会等を通じ
　　て国に要望していきます。
　（4）　今後養護学校等を卒業される方々への対応は、障害福祉計画策
　　定作業のなかで検討していきたいと考えております。事業所に対
　　して新規に市独自の補助を行う考えは、現在、ありませんが、事業
　　所の実態把握は行っていきたいと考えております。

○陳情第２号　立川市廃棄物処理及び再利用促進条例の見直しを求め
　　　　　　　る陳情
　立川市廃棄物処理手数料の減免に関する取扱基準を定め、平成１８年
８月１日から身体障害者手帳（１級か２級）、愛の手帳（１度か２度）又
は精神障害者保健福祉手帳（１級）の交付をうけている方が同一世帯に
属し、かつ、市民税が非課税である世帯については、廃棄物処理手数料
の免除を実施しています。
　市は、現在、庁内検討組織である家庭ごみ減量方策検討委員会を設置し、
家庭ごみの収集体制のあり方等について検討を行っておりますので、
規則等についてもこのなかで検討をし、整備を図っていく予定でおり
ます。

○陳情第３号　立川市が所有する、施設の使用料について、障害者が利
　　　　　　　   用した場合、使用料の減免を求める陳情
　市は、現在、庁内検討組織である受益者負担適正化検討委員会を設置し、
減免のあり方について検討を行っておりますので、障害者のかたがた
の減免措置についてもこのなかで検討をし、一定の方向性を出す予定
でおります。

請願・陳情はこうなりました

蜷立川市議会議員表彰制度の廃止について蜻

　在職２５年及び３５年の議員表彰については、平成１３

年以後実施しておらず、制度廃止に向け昨年より検

討をしておりましたが、平成１９年１月１１日付で廃止

しました。

お知らせお知らせお知らせお知らせお知らせ


